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〈研究成果の紹介〉

グラウンドカバープランツのマット化有望種

農業研究部園芸グループ

１．成果の内容

景気低迷により、生産が減少傾向にある植木産業

の活性化を図るため 新規商品としてマット植物 根、 （

域をマット状にした緑化植物：写真）の開発に取り

組んでいます。

マット植物は、早期緑化・景観形成、屋上緑化へ

の利用、土壌エロージョンの防止、雑草発生防止な

ど施工及び維持管理面で多くのメリットを有すると

考えられています。

そこで、本県で生産の多いグラウンドカバープラ

ンツ98種の中から、用土厚３ｃｍの栽培条件下にお

けるマット形成能力を常緑性、病害虫耐性、被覆速

度（被覆率80％到達速度 、引張り強度及び落下試）

験による用土保持率を評価基準に適否判定を行い、

、 、 、 、木本９種 草本14種 シダ類２種 タケササ類１種

多肉植物２種の計28種をマット化有望種に選定しま

した。

引張り強度は、マット植物を垂直に持ち、前後に

振る動作で切断しない10kgf以上を基準に、また、

落下試験による用土保持率は、１ｍの高さから水平

に３回落下させる試験で95％以上の用土保持率を基

準に設定しました。

２ ． 技 術 の 適 用 効 果 と 適 用 範 囲

特にコンテナ植木（ポット植木）生産農家で利用

しやすい技術です。本県で生産の多いグラウンドカ

バープランツの新規商品として高付加価値化が期待

できます。

３ ． 普 及 ・ 利 用 上 の 留 意 点

試験では縦横25cm、深さ３cmの専用トレイ容器を

使用しましたが、水稲育苗箱の利用が可能です。

有望種以外の根域発達が劣るグラウンドカバープ

ランツは、根域補助資材等の利用により、マット植

物として利用が可能です。

（内山達也）

表  １ マ ッ ト 化 有 望 種 1999-2000

供試植物 科 名 分 類 特 徴
ｻｷﾞﾅ ｻｷﾞﾅ 草本 低草本

ﾍﾞﾛﾆｶﾚﾍﾟﾝｽ ｺﾞﾏﾉﾊｸﾞｻ 草本 低草本
ﾎﾗｼﾉﾌﾞ ﾎﾝｸﾞｳｼﾀﾞ シダ 耐陰性

ｲﾉﾓﾄｿｳ ｲﾉﾓﾄｿｳ シダ 耐陰性

ｼﾏｶﾝｽｹﾞ ｼﾏｶﾝｽｹﾞ 草本 斑入り

ﾁｼﾏﾀﾝﾎﾟﾎﾟ ｷｸ 草本 被覆早
ｺｸﾁﾅｼ ｱｶﾈ 木本 芳香花

ﾊﾏﾋｻｶｷ ﾂﾊﾞｷ 木本 耐潮性
ﾀｽﾏﾆｱﾋﾞｵﾗ ｻｸﾗｿｳ 草本 開花長
ｷﾝｼﾊﾞｲ ｵﾄｷﾞﾘｿｳ 木本 黄色花

ﾒｷｼｺﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ﾍﾞﾝｹｲｿ 多肉 耐乾性
ﾓﾘﾑﾗﾏﾝﾈﾝｸﾞｻ ﾍﾞﾝｹｲｿｳ 多肉 耐乾性

ﾌﾞﾙｰﾃﾞｰｼﾞ- ｷｸ 草本 青色花

ﾘｼﾏｷｱ･ﾇﾝﾑﾗﾘｱｻｸｱｿｳ 草本 黄色花

表  ２ マ ッ ト 化 有 望 種 2000-2001

供試植物 科 名 分 類 特 徴
ｸﾞﾚｺﾏ ｼｿ 草本 芳香
ｲﾌﾞｷｼﾞｬｺｳｿｳ ｼｿ 草本 芳香
ｼﾙﾊﾞｰﾄﾞﾗｺﾞﾝ ﾕﾘ 草本 斑入り
ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ ｼｿ 草本 ﾋﾟﾝｸ､紫花

ｲﾜﾀﾞﾚｿｳ ｸﾏﾂﾂﾞﾗ 草本 被覆早
ｼﾙﾊﾞｰﾀｲﾑ ｼｿ 草本 芳香
ﾌﾞﾙｰﾊﾟｼﾌｨｯｸ ﾋﾉｷ 木本 ｺﾆﾌｧｰ

ｺﾄﾈｱｽﾀｰ ﾊﾞﾗ 木本 紅葉
ﾛﾆｾﾗ･ﾆﾁﾀﾞ ｽｲｶｽﾞﾗ 木本 紅葉
ｸﾞﾗｳｶ ﾋﾉｷ 木本 ｺﾆﾌｧｰ

ﾋﾞﾝｶ･ﾏｼﾞｮｰﾙ ｷｮｳﾁｸﾄｳ 草本 つる性
ﾁｺﾞｻﾞｻ ｲﾈ ササ 斑入り
ﾊﾞｰﾊｰﾊﾞｰ ﾋﾉｷ 木本 ｺﾆﾌｧｰ

ｲﾜﾅﾝﾃﾝ ﾂﾂｼﾞ 木本 紅葉


